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1. 対象市町村とその選定理由 

群馬県安中市は私の出生地であり、父の勤務地である。私は８か月まで安中市で育ったが、

兄の小学校入学、姉の幼稚園入園を機に一家で隣接する高崎市に転居した。父は毎日 30分

かけて自動車通勤をしている。父母はなぜ安中市に定住しなかったのか。それを解明するた

めに安中市の都市構造の分析を試み、 

マスタープランの検証を行った。 

【マスタープランの正式名称】 

安中市都市計画マスタープラン 

（都市計画に関する基本的な方針） 

平成 27年(2015年)[1] 

 

2. 安中市の都市構造の特性 

2-1. 安中市の概要 

安中市は平成 18年 3月 18日に旧安中

市と碓氷郡松井田町が合併して誕生し

た。群馬県の西部にあり、東京都心まで

約 120kmの距離に位置し、高崎市、富岡

市、下仁田町および長野県軽井沢町と接

している（図１）。面積は 276.31km2[3]、

人口は 54,972人（2023/5/31現在[4]）を

擁する。 

西部に県境となる碓氷峠、北部に

榛名山、南部に妙義山と三方を山に

囲まれ（図 1）、西部は山間地にな

っているが東部の中心市街地付近

は関東平野末端の低地である。東西

方向に流れる碓氷川と九十九川が

市域を潤している。 

JR 信越本線が市域南部を東西に

走り、市内に５駅を有する。市域北

部には JR北陸（長野）新幹線が走

り、安中榛名駅がある。また南西部

には上信越自動車道が通り、２つの
 

図 1  安中市の位置 

（第２次安中市総合計画[2] ,p5） 

図 2 安中市の鉄道・駅と主要道路 

（安中市都市計画マスタープラン[1],p12） 
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インターチェンジがある。広域幹線道路としては、市中央部を国道 18号が東西に横断する。

また市域東部で国道 18号と交差し、富岡市と県央地域を結ぶ西毛広域幹線道路（令和 3 年

市域一部開通）が 2029年度に全線開通予定である（図 2）。 

旧安中市域全域と旧松井田町域の一部が都市計画区域に指定されている。都市計画区域

では市街化区域と市街化調整区域の区分がされておらず（非線引き都市計画区域）、市街地

形成、工業系、住居系の用途地域が指定されている。 

  国指定重要文化財の旧碓氷峠鉄道施設、国指定天然記念物の旧中山道沿いのスギ並木、国

指定史跡の簗瀬二子塚古墳、絹産業遺跡群に関連する重要な歴史・文化資源のほか、磯部温

泉、旧安中藩武家長屋、碓氷関所跡など各時代の歴史的遺産や観光資源に富む。 

 

2-2.「 都市構造可視化計画[5]」を用いた安中市の分析と考察 

本節では、日本都市計画学会都市構造評価特別委員会運用の「都市構造可視化計画」のサ

イトを用いて、安中市の都市構造の特性を人口の動向、公共交通の利用状況、産業の動向等

の多方面から分析した結果を報告する。 

➀人口の動向 

a.夜間人口 

夜間人口分布の経年変化(1970年、2000年、2015年)と将来推計(2050年)を図 3-1～図 3-

4に示す。  

安中市には市の南部を国道 18 号線と JR 信越本線が並行して走っている。安中駅と西松

井田駅の間では国道 18号の方が北側を走り、磯部駅付近で両者の距離は最大(約 1km)とな 

る。図 3-1 より 1970年には JR 信越本線の各駅を拠点にその北側に人口が分布していたこ

とがわかる。図 3-2 より 2000 年には駅から離れた、国道 18 号のさらに北側にも人口が広

がって行ったことが読み取れる。これは国道 18号および周辺生活道路の整備とともに自動

車中心の生活に移行していったことを反映しているものと思われる。また 1997 年に北陸

(長野)新幹線の安中榛名駅が開業したことにより、安中榛名駅周辺に人口が増加した。図 3-

3より 2015年には、磯部駅と安中榛名駅を南北に結ぶ線を境に、市の西側半分の地域で顕

著な人口減少が見られる。図 3-4より 2050年には市の東側半分の地域においても大きく人

口が減少し、人口集中域が国道 18号線に沿った細長い地域にコンパクトにまとまっていく

ことが予測される。 

 

 



 

 

 

図 3-1 夜間人口分布(1970 年) : 1km メッシュ 

(出典：国勢調査、― 国道 18号、― JR信越本線、― JR北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 
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図 3-2 夜間人口分布(2000 年) : 1kmメッシュ 

(出典：国勢調査、― 国道 18 号、― JR信越本線、― JR北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 
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図 3-4 夜間人口分布(2050 年) : 1km メッシュ 

(出典：国土数値情報、「H30 国政局推計」による、― 国道 18 号、― JR 信越本線、― JR 北陸

(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 

 

図 3-3 夜間人口分布(2015 年) : 1km メッシュ 

(出典：国勢調査、― 国道 18号、― JR信越本線、― JR北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 
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b.昼夜間人口比 

都市構造可視化計画サイト内の安中市の概要(出典：総務省統計局刊行「統計でみる市町

村のすがた」)によると安中市の 2017 年の夜間人口は 58,531 人、昼間人口は 56,233 人で

あり昼夜間人口比は 96.0%である。また市内で従業している就業者数は 17,335人、市外へ

の通勤者数は 10,579人、市外からの通勤者数は 6,402人である。安中市は通勤、通学、買

い物などで市を訪れる人よりも市外へ出ていく人の方が多い都市であることがわかる。群

馬県パーソントリップ調査（2015 年）[6]によると高崎市に出かけていく人が大半である。 

図 4に 2015年における各地域の昼夜間人口比を示す。昼夜間人口比が 791%と最大値を

示すのは、磯部駅に隣接した地域で信越化学工業の工場が立地している。その西側の岡本工

作機械の工場がある地域でも昼夜人口比が 300%を超えている。続いて国道 18 号沿いの市

内最大のショッピングセンター、ベイシア安中店を含む地域で昼夜人口比率が高くなって

いる(289%)。また小学校、中学校、高等学校、総合病院が存在する地域においても昼夜間人

口比が 100%を超えている。 

c. 高齢化 

都市構造可視化計画サイト内の安中市の概要(出典：総務省統計局刊行「統計でみる市町

村のすがた」)によると安中市の 2017年の夜間人口は 58,531人、65才以上人口は 18,934 

人であり 65才以上人口割合は 32.3%である。図 5-1～5-4に 2010 年の 65才以上人口と将

来推計(2020年、2035年、2050年)を示す。 

図 4 昼夜間人口比(2015 年) : 1km メッシュ 

(出典：リンク統計、― 国道 18 号、― JR信越本線、― JR北陸(長野)新幹線、駅名、昼夜間人口

比の値、建物名は筆者が加筆 ) 



 図 4-1 より安中駅の南部に 65 才以上人口割合が 40%を超える地域が存在し、そこに比

較的多数の高齢者が住んでいることがわかる。それ以外は 2010年の時点では各拠点で高齢

化に大差は見られない。 

図 4-1  65 才以上人口割合(2010 年) : 500m メッシュ 

(出典：国土数値情報、― 国道 18 号、― JR信越本線、 ―JR北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 

 

図 4-2  65才以上人口割合(2020年) : 500mメッシュ 

(出典：国土数値情報、「H30国政局推計」による、― 国道 18 号、― JR信越本線、 ―JR北陸

(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 

 



  2020年には(2017年時点の推定値ではあるが)、磯部駅と安中榛名駅を南北に結ぶ線を境

に市の西側半分の地域で顕著な人口減少が見られ、合わせて高齢化が進行している。また東

側半分の地域でも安中榛名駅周辺を含む北部において 65 才以上人口割合が 40%を超える

領域が増加し高齢化が進行している(図 4-2)。 

図 4-3  65 才以上人口割合(2035 年) : 500m メッシュ 

(出典：国土数値情報、「H30 国政局推計」による、― 国道 18 号、― JR 信越本線、 (―JR 北陸

長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 

図 4-4  65 才以上人口割合(2050 年) : 500m メッシュ 

(出典：国土数値情報、「H30国政局推計」による、― 国道 18号、― JR信越本線、 ―JR北

陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 



2035 年には市の東側半分の JR 信越本線以南の地域にも 65 才以上人口割合が 40%を超え

る領域が拡大し、高齢化がさらに進行していくものと予測される(図 4-3)。 

2050 年にはさらなる人口減少が見られ、65 才以上人口割合が 40%を超える領域がほぼ市

内全域に拡大していくものと推定される(図 4-4)。 

②公共交通の利用状況 

 自動車保有率全国 1 位の群馬県では、Door-to-Door で自動車を利用する人が多い。移動

距離が 5kmまでは公共交通利用がほとんどない[6]。以下に安中市における公共交通の利用

状況について分析した結果を示す。 

a.通勤通学に公共交通を使う人の割合  

市内のほぼ全域にわたって通勤通学に公共交通を利用する人の割合は 25%以下である。

安中榛名駅の近辺では利用割合が 25%を超えているが、利用者の絶対数は少ない。通学は

多少の距離があっても自転車を使う人が多いことが予想される。通勤には大半の人が自動

車を利用しているものと思われる。使える公共交通網の検討が必要であると思われる。 

b.公共交通利用圏と高齢者分布の関係 

安中市では公共交通として鉄道駅 6駅、民間バス路線１路線、「乗合バス」５路線、デマ

ンド運行を実施している「乗合タクシー」２路線が整備されている([1] P28)。以下に公共交

通利用圏と高齢者分布の関係について分析した結果を示す。 

図 5 通勤通学に公共交通を利用する人の割合(2010 年) : 500m メッシュ 

(出典：国勢調査、― 国道 18号、― JR信越本線、― JR北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 



図 6より駅もバスも利用できない地域に比較的多数の高齢者が住んでいることがわかる。 

また大半の高齢者は駅やバスの利用圏に住んでいるが、充分に利用できているかどうか

はこの図からはわからない。たとえ駅やバスの利用圏内に住んでいても自分の行きたい場

所がその路線上になければ使えない。本数が少なければ利用しにくい。 

 

③ 産業動向 

都市構造可視化計画サイト内の安中市の概要(出典：総務省統計局刊行「統計でみる市町

村のすがた」)によると安中市の第１次産業就業者数は 1,569 人、第２次産業就業者数は

9,534 人、第 3 次産業就業者数は 16,464 人であり、第２次産業就業者の比率が群馬県平均

よりやや高くなっている。小売業年間販売額(図 7)について分析した結果を示す。 

図 7より、国道 18号線沿いの原市から安中にかけて、小売業年間販売額が高い地域が細

長く連なっていることがわかる。この区域は、スーパーマーケット、ホームセンター、洋品

店、レンタル DVD、本屋、家電量販店、飲食店、ショッピングセンターなどが細長く建ち

並び、市の経済の中心地となっている。図 3-3と照らし合わせるとこの区域の周辺に人口が

集中し市街地を形成していることがわかる。 

また年間販売額は高くないが、松井田駅、西松井田駅周辺にも小さな商業圏が形成されて

おり、人口も集中して地域生活拠点となっている(図 3-3参照)。松井田地区は地形条件から

国道 18 号沿いに余地がないため、既存の商店街の地域生活サービスが維持されている

([1]P21)。 

 

図 6 公共交通利用圏と高齢者分布の関係 : 500mメッシュ 

<出典>人口：国勢調査(2015年)、駅：国土数理情報(2019年)、バス：国土数理情報 

(2010 年) ― 国道 18 号、― JR 信越本線、― JR北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が加筆 ) 



④まとめ 

・国道 18号線沿いの原市から安中にかけての細長い地域が市の経済の中心であり、その周

辺に人口が集中し市街地を形成している。各駅周辺にも人口分布が見られ地域生活拠点

となっているが、将来的には市全域での人口減少に伴い安中駅周辺拠点と松井田駅周辺

拠点以外は消滅してしまうものと予測される。その結果、国道 18号線沿いの原市から安

中にかけての細長い地域にコンパクトな市街地が形成されるものと推測される。 

・典型的な自動車依存型の社会であり、通勤通学者や高齢者にとって公共交通がうまく機能

しているとは言い難い。 

・市内全域で高齢化が進行しており、2050 年にはほとんどの地域で 65 才以上人口割合が

40%を超えると予想される。 

 

3. マスタープランへの批判と改善案 

3-1. 拠点の変更を提案 

安中市都市計画マスタープラン(2015年)[1]の P57～58では、下記のように各拠点地区を

配置して将来都市構造図を定めている(図 9)。 

■都市拠点 

・枢要な公共公益施設、高次の都市機能が集積し、都市の交通が集中する「市役所・安中駅

周辺地区」 

■地域生活拠点 

図 8  小売業年間販売額(2014 年) : 500mメッシュ 

(出典：商業統計調査、― 国道 18 号、― JR 信越本線、 ―JR 北陸(長野)新幹線、駅名は筆者が

加筆 ) 

原市 



・都市拠点の機能を補完し、それぞれの地域の最寄りの生活拠点機能が集積する「原市交差

点・磯部駅周辺地区」、「松井田・西松井田駅周辺地区」 

・田園集落エリアにおいて、交通結節機能を主とする特色ある拠点「横川駅周辺地区」 

 「安中榛名駅周辺地区」 

■産業拠点 

・地域の身近な職場として通勤や広域的な物流のための交通の強化を図るべき一団の大規

模産業用地、工業用地 

■広域観光交流ゾーン 

 「安中宿・安中城址周辺ゾーン」「磯部温泉ゾーン」「松井田宿ゾーン」「横川駅周辺・坂

本宿・碓氷峠ゾーン」「秋間梅林ゾーン」「妙義山麓ゾーン」 

これによると市内の６つの鉄道駅すべてが拠点とされている。しかしながら 2-2 で述

べたように「横川駅周辺地区」と「磯部駅周辺地区」は将来、人口減少に伴い地域生活拠

点としての機能を果たさなくなると予測されている（図 3-4）。従って「横川駅周辺地区」

と「磯部駅周辺地区」を地域生活拠点から除外し、より小さな拠点である生活拠点へと変

更することを提案する。よって「原市交差点・磯部駅周辺地区」は「原市交差点地区」へ

と縮小する。 

また、「安中榛名駅周辺地区」も同様の理由から、生活拠点へと変更することを提案す

図 8  安中将来都市構造図 

（安中市都市計画マスタープラン[1],p58） 



る。安中榛名駅は新幹線の駅であり、在来線のように通勤通学、買い物などの日々の生活

のための利用者を増やすよりも観光目的の利用を促進する方が妥当であろう。従って「安

中榛名駅周辺地区」は広域観光交流ゾーンにも指定することを提案する。例えば JRと提

携して「安中榛名駅限定 途中下車前途有効新幹線特急券」を発売し、安中榛名駅での途

中下車を促すのもよいだろう。安中榛名駅が「西毛地域の玄関口」として機能するよう、

安中榛名駅と市内各地域の歴史文化遺産、観光施設を効率よく接続する路線バス・乗合タ

クシーの検討が必要である。さらには世界遺産の富岡製糸場に至るバスの運行も推奨す

る。 

 

3-2. ＪＲ信越本線の駅周辺駐車場等交通結節機能強化への批判 

   マスタープランでは、都市づくりの課題として JR信越本線利用促進、機能維持に資す

る駅周辺駐車場等交通結節機能強化（[1]P49）を掲げている。しかしながら最寄り駅に車

を停めて JR 信越本線を利用する人はあまりいないであろう。JR 信越本線は国道 18 号

線と並行して走っているため、それほど大きな利用価値は見出せない。どうせ車で出かけ

るのであればそのまま高崎なり目的地まで運転していけばよいと考える人が多数いるの

ではないだろうか。駐車場を整備すれば鉄道利用者が増えるとは考えられない。それより

は雨でも快適に使える駐輪場や歩行者連絡通路などの整備、駅までのバス等公共交通機

関でのアクセスの充実を図るべきである。 

 

3-3. 西毛広域幹線道路沿線の土地利用についての記述が不完全であることへの批判 

マスタープランでは、計画中の西毛広域幹線道路沿線の土地利用について、都市拠点地区

内の碓氷川右岸に計画的に整備される沿道街区についての記述しかない（[1]P105）。その他

の沿線地区についても明記しておく必要がある。 

安中市は 2-2で分析したように、将来、国道 18号線沿いの原市から安中にかけての細長

い地域に自然とコンパクトな市街地・生活圏が形成されていく予測される。これからの都市

計画は、その流れに逆らうようなものであってはならない。従って都市拠点地区外の西毛広

域幹線道路沿線は、市民のための住宅や大型店舗を誘導する区域とすることを規制しなけ

ればならない。県外を含む広域圏から観光・交流を主目的とするものの立地を検討すべきで

ある。  

安中市都市計画区域は現在、非線引き都市計画区域である。市街地形成、工業系、住居系

の用途地域が指定されてはいるが、これを機に市街化地域と市街化調整地域を明確に定め、

市街地の拡大を防止していくことを提案する。 

 

3-4. 松井田駅を経由するバスの運行を提案 

マスタープランによると、松井田駅の利用者の方が西松井田駅利用者よりも多い（[1]P28）

にも関わらず、松井田駅を経由するバス路線が存在しない[7]。2-2.の分析によれば、松井田・



西松井田駅周辺地区は将来においても地域生活拠点であり続け、その中心が松井田駅周辺

である。2050 年には 65 歳以上人口割合がほとんどの地域で 40%を超えると予想されてい

る。バス路線の見直しとともに、これらの地域に住む高齢者にはタクシー補助券を優遇する

等の対策が必要である。高齢者がよく訪れる病院やスーパー、福祉センター等を循環し、ル

ート上ならどこでも乗り降り自由な高齢者専用の無料の福祉タクシーの運行等の検討を提

案する。 

 

3-5. 「あるものを結び付け、活かし、使いこなすまちづくり」の理念に反する施策への批判  

マスタープランの p54には都市づくりの基本理念として「あるものを結び付け、活かし、

使いこなすまちづくり」を掲げている。それにもかかわらずマスタープランの所々に「大型

店舗の誘致」「大型住宅団地の建設」といった施策が見受けられる。これについては再検討

が必要である。 

 

4. 都市構造可視化計画のサイトを充実させるために 

都市構造可視化計画サイトを充実させるために次のことを提案する。 

・棒の長さを調節できる機能の付加すべきである。私が扱った安中市は比較的人口が少ない

都市であるのでデータ数が少なく、三次元表示の仕方を工夫しても棒の長さが短く見づ

らかった。さらにメッシュの大きさも調節できるとより望ましい。 

・都市構造を可視化するための分析項目をさらに増やす必要がある。例えば図６の「公共交

通利用圏と高齢者分布の関係」で、たとえ公共交通利用圏に住んでいても必ず利用してい

るとは限らない。実際の利用状況のデータがほしいところである。また図５の「通勤通学

に公共交通を利用している人の割合」のデータであるが、通勤と通学それぞれの値がある

とより充実する。 

・道路や鉄道、施設名などの表示は、分析に必要なもののみを選択できるとありがたい。余

計な情報が加わると見にくくなるので、私は自分で書き込んだが、その書き込みもサイト

内で行えるとより便利であると感じた。 

・将来的にはサイト外の地図上にグラフを載せることができたり、サイト外で作成したグラ

フと重ね合わせたり、サイト外から必要なデータを取り込んでグラフを作成できるよう

になればさらに充実したサイトになるのではないだろうか。 
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